
はじめに

ある行動の量が、その生起に後続してある

環境事象が生起することによって増加する現

象のことを強化（reinforcement）という。

また、この現象を引き起こす機能をもつ環境

事象のことを強化子（reinforcer）という。

強化効果は、強化子の種類や量だけではなく、

行動がどのように生起すると強化子が生起す

るかという、行動と強化子との関係によって

異なる。この関係のことを強化スケジュール

という。

強化スケジュールの強化効果は、主として

自由オペラント法と呼ばれる方法を用いた実

験によって調べられてきた。自由オペラント

法とは、生体を、研究者が着目したある特定

の行動（以下、標的行動と呼ぶ）を自由に自

発することができる状況に置き、そこでの標

的行動の量を測定するというものである。標

的行動とされる行動は、通常、レバー押し、

キーつつきなどの、１回の持続時間が極めて

短いものであり、その生起頻度（即ち、単位

時間あたりの生起回数）が標的行動の量とし

て測定される。そして、この、標的行動生起

頻度の上昇が強化効果を表すとされている。

しかし、標的行動生起頻度の上昇を、その

まま強化スケジュールの強化効果と考えるこ

とには問題がある。それは、標的行動生起頻

度の上昇には誘発効果が混入している可能性

があるからである。誘発（elicitation）とは、

ある環境事象の生起によってある特定の行動

が引き起こされる、という現象のことである。

強化子として用いた環境事象が、その生起に

先行して生起する行動を強化する機能を持つ

と同時に、何らかの行動を誘発する機能を持

つということは十分に考えられることであ
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る。さらにやっかいなことに、強化子として

用いた環境事象による誘発効果が標的行動生

起頻度に対してどのように影響するかは、そ

の環境事象の種類、標的行動の種類、および、

標的行動以外に生起しうる行動（以下、非標

的行動と呼ぶ）の種類の組み合わせによって

異なると考えられるのである。もし、強化子

として用いた環境事象が標的行動を誘発する

機能も持つものであるとしたら、その誘発効

果は強化効果による標的行動生起頻度の上昇

を促進させる方向に働くであろう。一方、そ

の環境事象が非標的行動を誘発する機能を持

つものであるとしたら、その誘発効果は強化

効果による標的行動生起頻度の上昇を抑制す

る方向に働くであろう。実際、幾つかの研究

では、標的行動の種類と強化子の種類との組

み合わせによって標的行動生起頻度の上昇の

しやすさが異なることが示されている１）２）。

それでは、強化効果と誘発効果を分離し、

強化スケジュールの強化効果のみを調べるた

めにはどうすればよいであろうか。そのため

には、行動の種類を標的行動と非標的行動と

で等しくするしかないであろう。標的行動と

非標的行動とが同じ種類の行動であれば、も

し強化子として用いた環境事象が同時に何ら

かの行動を誘発する機能を持っていたとして

も、それは標的行動と非標的行動とに等しく

影響すると考えられる。従って、それでも標

的行動の割合が上昇するとすれば、それは強

化効果ということになろう。

ところが、行動の種類を標的行動と非標的

行動とで等しくすることは、自由オペラント

法では原理的に不可能である。なぜなら、自

由オペラント法とは、非標的行動を明確に規

定しない方法であるからである。つまり、自

由オペラント法では強化効果と誘発効果を分

離することは不可能なのである。ハトやネズ

ミを被験体とした実験では、生体が強化スケ

ジュールの種類に応じた特有の標的行動生起

パターン（スケジュールパフォーマンスとい

う）を示すことが繰り返し確認されてきてい

るが、人間を被験者とした場合は、スケジュ

ールパフォーマンスはあまり明確ではない３）。

その原因として言語の使用などが指摘されて

いるが、そもそも自由オペラント法自体が強

化効果と誘発効果とを分離することができな

い方法であるということも関係あるのではな

いだろうか。

これに対して、離散試行型選択法では強化

効果と誘発効果とを分離することが可能とな

る。離散試行型選択法とは、生体に複数の行

動選択肢から１つの行動を選択させる試行を

等しい時間間隔で繰り返す、というものであ

る。離散試行型選択法では、自由オペラント

法と異なり、選択できる行動の種類がすべて

明確に規定されている。よって、離散試行型

選択法において、選択肢とする行動の種類を

等しくした上でその選択肢の１つを標的行動

とし、それが選択される割合を測定すれば、

強化スケジュールの強化効果のみを検討する

ことが可能となる。

それでは、この離散試行型選択法において

はどのような強化スケジュールが、自由オペ

ラント法における各種強化スケジュールに相

当するものと考えることができるのであろう

か。本論文では、新しい発想につながること

を期待して、自由オペラント法で用いられる

強化スケジュールの中から基本的とされてい

るものをいくつか取り上げ、それに相当する

強化スケジュールが離散試行型選択法ではど

のようなものになるかについて考察する。

基本的強化スケジュールに相当する

離散試行型選択法の強化スケジュール

基本的な考え方

離散試行型選択法には、“標的行動の非生

起”は、即、“非標的行動の生起”となると

いう特徴がある。従って、自由オペラント法

の各強化スケジュールに相当する離散試行型
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選択法の強化スケジュールの基本的な考え方

は以下の通りである。

１．自由オペラント法での“標的行動の生起

が要求されること”には、離散試行型選

択法での“標的行動の選択が要求される

こと”が相当する。

２．自由オペラント法での“標的行動の非生

起が要求されること”には、離散試行型

選択法での“非標的行動の選択が要求さ

れること”が相当する。

３．自由オペラント法での“時間経過が要求

されること”には、離散試行型選択法で

の“任意の行動の選択が要求されること”

が相当する。

比率（ratio）強化スケジュール

比率強化スケジュールとは、“標的行動が

ある決まった回数（n）生起すると、その直

後に強化子が１回生起する”というものであ

る。なお、比率強化スケジュールのうち、n

の値が常に一定であるものは固定比率

（fixed-ratio：FR）強化スケジュールと呼ば

れ、強化子が生起するたびにnの値が変化す

るものは変動比率（variable-ratio：VR）強

化スケジュールと呼ばれる。

離散試行型選択法において、比率強化スケ

ジュールに相当する強化スケジュールは、

“標的行動がn回選択されると、その直後に

強化子が１回生起する”というものであると

考えられる。

間隔（interval）強化スケジュール

間隔強化スケジュールとは、“ある決まっ

た時間（t）が経過した後に標的行動が１回

生起すると、その直後に強化子が１回生起す

る”というものである。なお、間隔強化スケ

ジュールのうち、tの値が常に一定であるも

のは固定間隔（fixed-interval：FI）強化ス

ケジュールと呼ばれ、強化子が生起するたび

に t の 値 が変化するものは変動間隔

（variable-interval：VI）強化スケジュール

と呼ばれる。

離散試行型選択法において、間隔強化スケ

ジュールに相当する強化スケジュールは、

“任意の行動がn－１回選択された後に標的

行動が１回選択されると、その直後に強化子

が１回生起する”であると考えられる。

時間（time）強化スケジュール

時間強化スケジュールとは、“ある決まっ

た時間（t）が経過すると、その直後に強化

子が１回生起する”というものである。なお、

時間強化スケジュールのうち、tの値が常に

一定であるものは固定時間（fixed-time：

FT）強化スケジュールと呼ばれ、強化子が

生起するたびにtの値が変化するものは変動

時間（variable-time：VT）強化スケジュー

ルと呼ばれる。

離散試行型選択法において、時間強化スケ

ジュールに相当する強化スケジュールは、

“任意の行動がn回選択されると、その直後

に強化子が１回生起する”というものである

と考えられる。

低反応率分化強化（differential reinforcement of

low rates of responding：DRL）スケジュール

低反応率分化強化スケジュールとは、“あ

る決まった時間（t）が経過するまで標的行

動が生起せず、その後標的行動が１回生起す

ると、その直後に強化子が１回生起する”と

いうものである。

離散試行型選択法において、低反応率分化

強化スケジュールに相当する強化スケジュー

ルは、“非標的行動が連続してn－１回以上

選択された後に標的行動が１回選択される

と、その直後に強化子が１回生起する”とい

うものであると考えられる。
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高反応率分化強化（differential reinforcement of

high rates of responding: DRH）スケジュール

高反応率分化強化スケジュールとは、“あ

る決まった時間（t）が経過するまでに標的

行動が１回生起すると、その直後に強化子が

１回生起する”というものである。

離散試行型選択法において、高反応率分化

強化スケジュールに相当する強化スケジュー

ルは、“非標的行動が連続してn回選択され

るまでに標的行動が１回生起すると、その直

後に強化子が１回生起する”というものであ

ると考えられる。

他行動強化（differential reinforcement of

other behavior: DRO）スケジュール

他行動強化スケジュールとは、“ある決ま

った時間（t）が経過するまで標的行動が生

起しないと、その直後に強化子が１回生起す

る”というものである。

離散試行型選択法において、他行動強化ス

ケジュールに相当する強化スケジュールは、

“非標的行動が連続してn回選択されると、

その直後に強化子が１回生起する”というも

のであると考えられる。

離散試行型選択法における強化スケジュール

からの示唆

これまで、自由オペラント法において基本

的とされている各強化スケジュールが、離散

試行型選択法ではどのようなものとなるかを

見てきた。その結果、次のようなことが指摘

できるであろう。

１．比率強化スケジュールは、強化子生起の

ために標的行動の選択が要求される成分

のみで構成されている。また、時間強化

スケジュールは、強化子生起のために任

意の行動の選択が要求される成分のみで

構成されている。従って、この２つの強

化スケジュールは、特に単純なものであ

ると言える。

２．間隔強化スケジュールは、一般的な教科

書では、比率強化スケジュールと同列に、

単純な強化スケジュールとして紹介され

ることが多い４）５）６）７）。しかし、間隔

強化スケジュールは、事象生起のために

任意の行動の生起が要求される成分と標

的行動が要求される成分との両方から構

成されている。従って、間隔強化スケジ

ュールは、比率強化スケジュールや時間

強化スケジュールに比べると、かなり複

雑なスケジュールであると言える。

３．間隔強化スケジュールは、強化子生起の

ために任意の行動の生起が要求される成

分と標的行動が要求される成分との両方

から構成される強化スケジュールの１つ

に過ぎない。従って、この２つの成分の

割合を変えた強化スケジュールを用いれ

ば、強化子生起が標的行動生起に依存す

る程度が強化効果にどのように影響する

かを調べることができる。また、２つの

成分の順序関係を変えた強化スケジュー

ルを用いれば、今度は、標的行動生起と

強化子生起との時間的近接性が強化効果

にどのように影響するかを調べることが

できる８）。

４．他行動強化スケジュールは、行動強化子

生起のために他行動、即ち、非標的行動

の生起が要求されるという点だけでなく、

その連続した生起が要求されるという点

に特徴がある。また、この特徴は、低反

応率分化強化スケジュールにも認められ

る。なお、行動の連続した生起が要求さ

れるという特徴のみが強化効果にどのよ

うに影響するかを調べるためには、“標的

行動がn回連続して選択されると、すぐに

強化子が１回生起する”という強化スケ

ジュールを作り、それと比率強化スケジ

ュールとを比較するのがよいであろう。
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